私 は 後 を 追 ふ ともなし に 車に ついて ゆきました。 路 

が 横 堀に 出る と、 爺さん は 後に 手 を 伸ばして 手 巾の 包 

を 取り上げる なり、 堀の 水 を 目が けて ぼい とそれ を投 

げ おろしました。 

あ を 

白い 猫の 包 は、 碧い 堀割の 水に 浮きつ 沈みつ、 しば 

らく 流れて ゐ ました。 

〔昭和 2 年刊 『猫の 微笑』〕 
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